








レベル１
基本的な看護手順に従って必要に
応じ、助言をえて看護を実践する

①基準・手順に沿った（計画されている標準的）看護実践ができる。
②チームの一員として、行動できる。  助言を受けながら、担う業務を基準・手順に沿って、時間内に遂行できる。
③組織の目的・目標・指針を理解することができる。
④助言を受けながら、「看護職の倫理綱領」の内容を意識して行動することができる。
⑤助言を受けながら科学的根拠に基づいた看護実践の重要性が理解できる。

レベル２
標準的な看護計画に基づき自立し
て看護を実践する

①与えられた情報から判断し、病態生理・患者の状態に合わせた看護実践ができる。
②組織の目的、目標達成にむけて、組織の活動に参画し、積極的な行動がとれる。
③組織の一員としての自身の役割を理解した上で行動ができる。  時間内に自律して、業務・資源・時間管理を意識した行
動ができる。
④自律して実施したことを「看護職の倫理綱領」をもとに根拠をもって振り返ることができる。  業務改善のPDCAサイクル等
について理解できる。
⑤科学的根拠を自らそれらを参照することができ、基づいた看護実践を行うことができる。

レベル３
ケアの受け手に合う個別的な看護
を実践する

①必要な情報を自ら収集した上で個別的な看護実践ができる。
②組織の目的・目標達成のための活動や業務実施の中でリーダーとしての役割を担うことができる。  個人の能力や状況を
把握し、適切な指示、アドバイスができる。
③業務上の問題に対し、問題意識ができる。
④「看護職の倫理綱領」をもとに、自律して起こっている状況をアセスメントし、倫理的課題を明確に取り組むことができる。
⑤下位ラダーの者へ科学的根拠の重要性を指摘し、看護実践を指導できる。

レベル４
幅広い視野で予測的な判断を持ち
看護を実践する

①顕在的・潜在的なニーズに対し、幅広い選択肢の中から新しい知識をもって組織的に看護実践ができる。
②組織の目的・目標を達成するための課題抽出、優先順位の判断、計画立案、実施かつ修正、調整が相手の状況を   
    踏まえて、リーダーシップが発揮できる。
③効果的な時間管理やリソース管理ができる。
④倫理的ジレンマの解決に向けて行動ができる。
⑤臨床疑問から新たな科学的根拠を探求し看護研究を実施することができる。  自身の看護研究で得られた内容を学会発
表することができる。

レベル５

より複雑な状況において、ケアの
受け手にとっての最適な手段を選
択しQOLをたけめるための看護を
実践する

①あらゆる状況の対象者においても最適な手段を選定し、必要な看護実践ができる。
②組織の目的・目標を達成するための課題に向けて、リーダーシップスタイルを変えることができる。  日常業務に  
    おいて、課題を抽出した上で、問題解決のために具体的に計画を実施し、評価・修正ができる。
③院内外における看護倫理に目を向け研鑽ができる。
④臨床疑問から新たな科学的根拠を探求し看護研究を実施し、学会発表や投稿をすることができる。
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能力の構成要素 評価の内容 レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

専門職としての責任

看護師としての倫理に関する

知識と行動  / 社会的責任、判

断および実施した行為への

責任

看護師としての法と責

務

看護師としての法と責

務

倫理的実践

生命倫理、医療倫理、基本

的人権、倫理的な課題や葛

藤への気づき、決断と行動

臨床倫理 倫理②（臨床倫理） 倫理③

倫理④（報告会もしくは

実践レポートなどで評

価）

倫理⑤（報告会もしくは実

践レポートなどで評価）

法的実践

医療法、保助看法、人確法、

個人情報保護法、関連法令

への理解と行動

看護師としての法と責

任・個人情報の取り扱

い・情報リテラシー

看護師としての法と責

任・個人情報の取り扱

い・情報リテラシー

看護師としての法と責

任・個人情報の取り扱

い（実際の事例を用い

て）

ニーズをとらえる力

信頼関係構築、ラポール形

成、ニーズ把握、アセスメント

（身体・心理・社会・スピリ

チュアル）能力

・看護過程

・コミュニケーション①

・皮膚・創傷

・ALS

・フィジカル②

コミュニケーション②

ALS(2)

・コミュニケーション③

・看護過程2回目

・ケーススタディー

・JNQNセミナー

・外部の臨床実践研修

JNAQNセミナー

意思決定を支える力・協働す

る力

情報提供、意思決定の考え

方の理解、多職種協働への

行動

意思決定支援①（看護

師の役割）
意思決定支援（ OJT） 意思決定支援（実践）

多職種の専門性への理解と多

職種協働
IPWとチーム医療① IPW（実践）
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能力の構成要素 評価の内容 レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

安全な環境の整備

安全管理、感染管理、リスク管

理、危険への曝露防止、災害

への備え

・医療安全①

・感染管理②

医療安全②

・医療安全③（チームス

テップ）

・災害看護

危機管理

災害への備え（ BCP等） BCPの基礎的知識 災害看護 BCPマニュアル
BCPマニュアル（テストで

評価）

組織の一員としての役割発揮

チームマネジメント、メンバー

シップ、コミュニケーション、業

務・時間・リソース・業務改善

・目標管理②

・コミュニケーション①

・メンバーシップとリー

ダーシップ

・コミュニケーション②

・目標管理とリーダーシッ

プ

コミュニケーション③

（リーダーとして）

・チームマネジメント

・コーチング

看護の専門性の強化と社会貢

献

学会・職能団体・研究活動、専

門職としての社会貢献、保健・

医療・福祉の動向・制度

研究発表会参加 学会参加 研究取り組み 研究報告

制度・情勢の理解 看護政策 診療報酬 医療情勢の変化 医療情勢の変化 医療情勢の変化

看護実践の質の改善

エビデンスに基づく看護の探

求、指導、普及、他者の学習

支援・指導・教育能力

チューター 実地指導者 育成力向上 実地指導者講習

生涯学習 自身の能力開発・維持・向上
看護実践のリフレクショ

ン
キャリアについて考える キャリアデザイン 交流研修

自身のウェルビーイング

ウェルビーイング、メンタルヘ

ルス、ストレスマネジメント、レ

ジリエンス

わくわく研修

ウェルビーイング

わくわく研修

ウェルビーイング

わくわく研修

ウェルビーイング

ウェルビーイング②

わくわく研修

ウェルビーイング

わくわく研修

ウェルビーイング

ストレスマネジメント ストレスマネジメント① ストレスマネジメント② ウェルビーイング②
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レベル１ レベル２ レベル3 レベル4 レベル5

評価申請時期の目安 看護師経験2~3年目 看護師経験3~4年目 看護師経験4~6年目 看護師経験7年目以上 看護師経験7年目以上

サポート会開催 7月・11月・3月 7月・11月・3月 7月・11月・3月 7月・11月・3月 7月・11月・3月

申請期間
サポート会開催日より

1ヶ月前までが申請期間

サポート会開催日より1ヶ月前ま

でが申請期間

サポート会開催日より

1ヶ月前までが申請期間

サポート会開催日より

1ヶ月前までが申請期間

サポート会開催日より

1ヶ月前までが申請期間

申請条件
レベル１の条件を全て満たした必

須研修受講者

レベル２の条件を全て満たした必

須研修受講者

レベル３の条件を全て満たした必

須研修受講者

レベル４の条件を全て満たした必

須研修受講者

レベル５の条件を全て満たした必

須研修受講者

申請方法 所属長に申請 所属長に申請 所属長に申請 所属長に申請 所属長に申請

申請者必要書類

認定申請書（様式新①） 認定申請書（様式新①） 認定申請書（様式新①） 認定申請書（様式新①） 認定申請書（様式新①）

レベル１評価表（様式新②） レベル２評価表（様式新②） レベル３評価表（様式新②） レベル４評価表（様式新②） レベル５評価表（様式新②）

実践活動報告書

研究活動報告書

学習報告書

（様式新④⑤⑥）

実践活動報告書

研究活動報告書

学習報告書

（様式新④⑤⑥）

実践活動報告書

研究活動報告書

学習報告書

（様式新④⑤⑥）

実践活動報告書

研究活動報告書

学習報告書

（様式新④⑤⑥）

実践活動報告書

研究活動報告書

学習報告書

（様式新④⑤⑥）

評価者

所属長 所属長 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員

所属長が指定する者 所属長が指定する者

認定委員が指定する者

（当該レベル以上の者、師長、主

任など）

認定委員が指定する者

（当該レベル以上の者、師長、主

任など）

認定委員が指定する者

（当該レベル以上の者、師長、主

任など）

評価者必要書類 サポート会評価表（様式新③） サポート会評価表（様式新③） サポート会評価表（様式新③） サポート会評価表（様式新③） サポート会評価表（様式新③）

評価 サポート会 サポート会 サポート会 サポート会 サポート会

サポート会主催者 所属長 所属長 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員

認定 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員

認定書授与 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員 キャリア開発ラダー認定委員

申請から認定までの概要







9.中途採用・既卒者の申請と認定について

1）レベルの選択について

　1　経験年数にかかわらずレベル1もしくはレベル2から申請する

　2　レベルは所属長と合意の上で決定する

　3　ラダー認定委員会に報告する

2）申請時期について

　定例のサポート評価会とは別に臨時開催とすることができる
　ただし、その後のレベルアップは定例の申請に準じて行う。

3）サポート会について

　1　評価者は所属長が選出する

　2　結果をキャリア開発ラダー認定委員会へ報告する

10.評価・認定基準表

レベル 評価基準

レベル1 全項目のうち A・B割合が90％を満たすもの
能力「専門的・倫理的・法的な実践能力」は評価 Cでないこと

レベル2 全項目のうち A・B割合が90％を満たすもの
能力「専門的・倫理的・法的な実践能力」は評価 Cでないこと

レベル3
全項目のうち A・B割合が90％を満たすもの
能力「専門的・倫理的・法的な実践能力」
構成要素「ニーズを捉える力」は評価 Cでないこと

レベル4

全項目のうち A・B割合が90％を満たすもの
能力「専門的・倫理的・法的な実践能力」「臨床実践能力」「リーダシップとマネジメント能力」は
評価Cでないこと
30時間以上の専門的分野の研修を 3分野受講すること。 30時間に満たない場合は活動報告
書（様式新④）を提出する。

レベル5

全項目のうち A・B割合が90％を満たすもの
能力「専門的・倫理的・法的な実践能力」「臨床実践能力」構成要素「組織の一員としての役割
発揮」「生涯学習」は評価 Cでないこと
自信の看護研究の実績を証明できるものを提出する

※サポート会において、客観的な評価のもと【 A】or【B】or【C】で評価。
※サポート会の結果、上記の評価項目に沿って評価 。

＜評価基準＞
　　A：優れている　　 B：できる　　 C：努力を要する






